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一 

山
田
俊
昭
参
議
院
議
員
の
質
問
主
意
書
・
平
成
四
年
六
月
一
九
日
付
質
問
第
二
一
号(

以
下｢

山
田
質
問
書
第

二
一
号｣

と
い
う
。)
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
・
平
成
四
年
七
月
一
四
日
付
答
弁
書
第
二
一
号(

以
下｢

政
府
答
弁

書
第
二
一
号｣

と
い
う
。)
に
よ
れ
ば
、
今
年
秋
ご
ろ
実
施
予
定
と
な
っ
て
い
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
返
還
輸
送
に

使
用
す
る
輸
送
船
の
改
造
は
、
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団(

以
下｢

動
燃｣

と
い
う
。)

が
依
頼
し
、
そ
の
経

費
と
し
て
約
一
四
億
円
を
計
上
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
船
は
、
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
社(
以
下｢

Ｐ
Ｎ
Ｔ
Ｌ｣

と
い
う
。)

所
有
の
使
用
済
核
燃
料
輸
送
船｢

パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ク
レ
ー
ン
号
」
を
改
造
し
た
も
の
で
、
現
在
、「
あ
か
つ
き
丸
」
と
い
う
船
名
で
資
本
金
わ
ず
か

四
〇
万
円
の
株
式
会
社
シ
ー
バ
ー
ド
が
所
有
し
て
い
る
。 

動
燃
と
株
式
会
社
シ
ー
バ
ー
ド
と
の
資
金
関
係
は
不
明
朗
で
あ
り
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
と
い
う
重
大
な
業 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

4 

そ
の
一
四
億
円
を
す
で
に
支
払
っ
た
か
。
支
払
っ
た
場
合
、
支
払
い
先
は
ど
こ
か
。 

3 

動
燃
が
輸
送
船
改
造
費
用
と
し
て
計
上
し
た
一
四
億
円
は
、
ど
う
い
う
会
計
規
則
に
従
い
、
ど
う
い
う
会

計
項
目
に
計
上
さ
れ
て
い
る
か
。 

2 

日
本
に
お
い
て
の
改
造
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
動
燃
は
、
元
の
所
有
者
で
あ
る
Ｐ
Ｎ
Ｔ
Ｌ
に
輸
送
船
の
改

造
の
依
頼
を
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
現
所
有
の
株
式
会
社
シ
ー
バ
ー
ド
に
依
頼
し
た
の
か
。
い
ず
れ
で
も
な

い
場
合
、
ど
こ
の
国
の
何
と
い
う
会
社
に
依
頼
し
た
の
か
。 

1 

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
の
改
造
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
動
燃
は
、
元
の
所
有
者
で
あ
る
Ｐ
Ｎ
Ｔ
Ｌ
に
輸
送
船

の
改
造
の
依
頼
を
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
現
所
有
の
株
式
会
社
シ
ー
バ
ー
ド
に
依
頼
し
た
の
か
。
い
ず
れ
で

も
な
い
場
合
、
ど
こ
の
国
の
何
と
い
う
会
社
に
依
頼
し
た
の
か
。 

務
に
資
本
金
わ
ず
か
四
〇
万
円
の
会
社
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
自
体
、
問
題
が
大
き
い
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送

船
に
関
し
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

7 

6
の
③
の
運
送
人
に
運
送
料
を
い
く
ら
支
払
う
の
か
。
そ
の
費
用
は
、
ど
う
い
う
会
計
項
目
に
い
く
ら
計

上
さ
れ
て
い
る
か
。 

6 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
つ
い
て
日
米
原
子
力
協
定
実
施
取
極
附
属
書
五
で
い
う
海
上
輸
送
に
お
い
て
の
荷

送
人
、
荷
受
人
、
運
送
人
に
つ
い
て
伺
う
。 

5 
動
燃
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
船｢

あ
か
つ
き
丸｣

の
チ
ャ
ー
タ
ー
料
を
株
式
会
社
シ
ー
バ
ー
ド
に
い
く
ら

支
払
う
の
か
。
そ
の
費
用
は
、
ど
う
い
う
会
計
項
目
に
い
く
ら
計
上
さ
れ
て
い
る
か
。 

③ 

運
送
人
は
、
株
式
会
社
シ
ー
バ
ー
ド
に
な
る
の
か
、
動
燃
に
な
る
の
か
。
ど
ち
ら
で
も
な
い
場
合
、
ど

こ
の
国
の
誰
か
。 

② 

荷
受
人
は
、
動
燃
に
な
る
の
か
。
そ
う
で
な
い
場
合
、
誰
か
。 

① 

荷
送
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
核
燃
料
会
社(

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ)

に
な
る
の
か
、
動
燃
に
な
る
の
か
。
ど
ち
ら
で

も
な
い
場
合
、
ど
こ
の
国
の
誰
か
。 

五 

 



 

二 

米
国
下
院
議
会
で
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
船
の
緊
急
寄
港
を
認
め
な
い
法
案
が
可
決
さ
れ
る
な
ど
、
日
木
政

府
に
対
す
る
不
信
が
あ
る
。
政
府
答
弁
書
第
二
一
号
に
よ
れ
ば
、「
輸
送
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
作
成
中
」
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
そ
の
意
味
が
不
明
確
で
あ
る
。
輸
送
計
画
に
関
し
て
質
問
す
る
。 

2 

輸
送
計
画
に
は
、
日
木
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
の
往
路
に
つ
い
て
の
経
路
も
含
ま
れ
る
の
か
。 

1 

政
府
答
弁
書
第
二
一
号
の｢

輸
送
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
作
成
中｣

の
意
味
は
、（
ア
）
米
国
に
輸
送
計
画

に
係
る
い
か
な
る
書
類
も
提
出
さ
れ
て
い
な
い
、（
イ
）
米
国
に
輸
送
計
画
に
係
る
書
類
の
一
部
が
提
出
さ
れ

て
い
る
、（
ウ
）
米
国
に
輸
送
計
画
に
係
る
す
べ
て
の
書
類
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
米
国
の
承
認
が
さ
れ
て
い

な
い
、
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
。 

8 
｢

あ
か
つ
き
丸｣

の
船
舶
の
登
記
簿
に
お
い
て
、
国
籍
取
得
の
年
月
日
が｢

平
成
四
年
五
月
二
二
日｣

で
あ
る

の
に
、
所
有
権
保
存
の
受
付
日
は｢

平
成
四
年
五
月
二
五
日｣

に
な
っ
て
い
る
。
所
有
権
の
移
転
よ
り
も
国
籍

の
移
転
が
先
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
不
自
然
で
あ
る
。
ど
う
い
う
経
緯
か
ら
か
。 

六 

 



 

三 

米
国
下
院
議
会
が
不
信
を
抱
い
て
い
る
問
題
と
し
て
輸
送
容
器
の
強
度
の
問
題
が
あ
る
。
輸
送
容
器
に
関
し

て
質
問
す
る
。 

1 

今
年
五
月
二
六
日
衆
議
院
科
学
技
術
委
員
会
で
、
吉
井
英
勝
議
員
の
容
器
の
設
計
承
認
に
つ
い
て
の
質
問

に
対
し
、
谷(

弘)

政
府
委
員
は
「
…
…
…
五
十
九
年
に
輸
送
し
ま
し
た
も
の
と
同
じ
設
計
の
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
規
則
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
そ
の
変
更
承
認
と
い
う
形
で
出
て
お
り
ま
し
て
、
…
…
…
」
と
答
弁

し
て
い
る
が
、
設
計
そ
の
も
の
は
一
九
八
四
年
に
使
用
さ
れ
た
容
器
と
同
一
の
設
計
で
あ
る
か
。
同
一
で
な

い
場
合
、
ど
こ
が
違
う
の
か
。 

3 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
船｢

あ
か
つ
き
丸｣

は
、
輸
送
計
画
が
米
国
に
承
認
さ
れ
な
い
限
り
、
日
本
か
ら
フ
ラ

ン
ス
へ
向
け
て
出
港
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。
そ
う
で
な
い
場
合
、
輸
送
計
画
が
米
国
に
承
認

さ
れ
て
い
な
く
て
も
日
本
を
出
港
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
着
く
ま
で
の
間
に
承
認
さ
れ
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と

か
。 

七 

 



 

7 

同
じ
五
月
二
六
日
衆
議
院
科
学
技
術
委
員
会
で
、
関
晴
正
議
員
の
容
器
の
水
深
一
万
メ
ー
ト
ル
相
当
の
耐 

6 

今
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
使
用
さ
れ
る
輸
送
容
器
は
、
す
べ
て
設
計
承
認
が
な

さ
れ
た
一
九
九
一
年
一
一
月
五
日
以
降
に
製
造
さ
れ
容
器
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
。
違
う
と
す
れ
ば
、

一
九
九
一
年
一
一
月
五
日
以
前
に
製
造
さ
れ
、
容
器
承
認
さ
れ
た
容
器
は
、
何
個
使
用
さ
れ
る
の
か
。 

5 

今
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
使
用
さ
れ
る
輸
送
容
器
は
何
個
か
。 

4 

変
更
承
認
と
い
う
形
で
出
て
い
る
と
い
う
が
、
申
請
書
で
は
何
の
変
更
を
申
請
し
た
の
か
。 

3 

今
回
提
出
さ
れ
た
設
計
承
認
申
請
書
に
、
前
回
の
申
請
書
に
は
添
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
書
類
及
び
記
載

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
試
験
結
果
・
解
析
結
果
は
あ
っ
た
か
。
あ
る
場
合
、
そ
の
書
類
及
び
試
験
結
果
・
解
析

結
果
の
名
称
と
内
容
は
何
か
。 

2 
規
則
が
変
わ
っ
た
た
め
の
変
更
承
認
と
さ
れ
て
い
る
が
、
規
則
改
正
に
よ
り
承
認
の
た
め
の
条
件
は
増
え

た
か
。
増
え
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
条
件
か
。 

八 

 



 

⑥ 

実
際
二
〇
分
間
そ
の
圧
力
で
加
圧
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
加
圧
時
間
二
〇
分
と
い
う
の
は
、
水
深 

⑤ 

こ
の
試
験
で
の
水
深
一
万
メ
ー
ト
ル
相
当
の
加
圧
と
い
う
の
は
、
同
装
置
の
圧
力
計
の
示
す
単
位
で
い

く
ら
の
圧
力
で
あ
っ
た
の
か
。 

④ 

同
装
置
は
装
置
の
圧
力
計
の
示
す
単
位
で
最
大
い
く
ら
加
圧
で
き
る
の
か
。 

③ 

海
洋
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
の
高
圧
試
験
水
槽
装
置
を
使
用
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
装
置
の
寸
法

(

直
方
体
な
ら
縦
・
横
・
深
さ
、
円
柱
形
な
ら
直
径
・
深
さ)

及
び
容
積
は
い
く
ら
か
。 

② 

こ
の
試
験
に
使
用
さ
れ
た
容
器
は
、
実
際
に
使
用
さ
れ
る
容
器
と
同
じ
も
の
か
、
そ
れ
と
も
モ
デ
ル
容

器
か
。 

① 
こ
の
試
験
は
、
科
学
技
術
庁
が
原
子
力
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
実
施
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
委
託
し
た
日
付
及
び
試
験
を
実
施
し
た
日
付
は
い
つ
か
。 

圧
試
験
の
質
問
に
対
す
る
石
田
政
府
委
員
の
答
弁
に
つ
い
て
伺
う
。 

九 

 



 

⑩ 

世
界
で
最
も
深
い
の
は
太
平
洋
の
マ
リ
ア
ナ
海
溝
で
最
深
部
は
一
万
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
一
〇
、
九
二

四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
水
深
一
〇
、
九
二
四
メ
ー
ト
ル
相
当
の
圧
力
試
験
は
行
っ
た
か
。
行
っ
て
い
な
い

場
合
、
行
わ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。 

⑨ 

こ
の
試
験
は
、
何
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
。 

⑧ 

二
一
分
目
に
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
と
水
深
一
万
メ
ー
ト
ル
と
い
う

と
こ
ろ
で
の
水
温
は
恐
ら
く
摂
氏
数
度
で
あ
り
、
そ
の
温
度
で
は
金
属
材
料
は
圧
力
が
か
か
っ
て
い
て
も

ひ
ず
み
が
起
き
な
い
等
か
ら
長
時
間
健
全
性
を
保
て
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
長
時
間
と
は
何
時 

間
、
何
日
、
何
ケ
月
、
何
年
で
あ
る
の
か
。 

⑦ 

加
圧
時
間
二
〇
分
間
の
根
拠
は
何
か
。 

一
万
メ
ー
ト
ル
相
当
の
圧
力
を
持
続
し
た
状
態
で
の
時
間
か
、
そ
れ
と
も
圧
力
を
か
け
て
い
く
過
程
を
含

ん
だ
時
間
か
。 

一
〇 

 



 

四 

世
界
各
国
か
ら
、
輸
送
の
安
全
性
、
事
故
時
の
損
害
賠
償
責
任
等
が
不
明
確
で
あ
る
と
の
疑
問
の
声
が
あ 

 

が
っ
て
お
り
、
日
本
政
府
に
対
す
る
不
信
が
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
お
け
る
原
子
力
災

害
に
係
る
損
害
賠
償
責
任
に
関
し
て
質
問
す
る
。 

2 

今
年
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本
ま
で
の
日
本
領
域

外
の
原
子
力
災
害
に
係
る
損
害
賠
償
責
任
は
、
動
燃
が
負
う
の
か
。
動
燃
で
な
い
場
合
、
ど
こ
の
国
の
誰
が

負
う
の
か
。 

1 

一
九
八
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本
ま
で
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
お
い
て
日
本
領
域
外
の
原
子
力
災
害

に
係
る
損
害
賠
償
責
任
は
、
動
燃
が
負
っ
た
の
か
。
そ
う
で
な
い
場
合
、
ど
こ
の
国
の
誰
が
負
っ
た
の
か
。 

8 

輸
送
容
器
が
海
底
に
沈
ん
だ
場
合
、
引
き
揚
げ
の
責
任
は
誰
に
あ
り
、
誰
が
引
き
揚
げ
に
行
く
の
か
。 

⑪ 

こ
の
試
験
結
果
は
、
実
際
の
輸
送
で
輸
送
容
器
が
一
万
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
沈
ん
で
も
健
全
で
あ
る
こ

と
の
証
明
に
な
る
の
か
。 

一
一 

 



 

五 

今
年
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
用
い
ら
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
船
「
あ
か
つ
き
丸
」 

4 

2
で
動
燃
で
な
い
場
合
は
、
日
本
の
責
任
は
ど
う
な
る
の
か
。 

3 
2
で
動
燃
が
負
う
場
合
に
つ
い
て 

④ 

③
で
日
本
の｢

原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律｣

が
適
用
さ
れ
る
場
合
、
保
険
金
は
最
大
い
く
ら
を

上
限
と
し
て
い
る
の
か
。 

③ 

日
本
領
域
外
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
伴
う
原
子
力
災
害
が
起
こ
り
、
原
子
力
施
設
を
持
た
な
い
国
に

被
害
が
及
ん
だ
場
合
、
日
本
の
「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
」
が
適
用
さ
れ
る
の
か
。 

② 

日
本
領
域
外
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
伴
う
原
子
力
災
害
が
起
こ
り
、
原
子
力
施
設
を
持
た
な
い
国
に

被
害
が
及
ん
だ
場
合
、
当
該
被
災
国
は
日
本
に
ど
う
い
う
請
求
権
が
生
ず
る
の
か
。 

① 
日
本
の｢

原
子
力
輸
送
賠
償
責
任
保
険
普
通
保
険
約
款
」
が
動
燃
と
保
険
会
社
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
の

か
。
違
う
場
合
、
動
燃
と
保
険
会
社
と
の
間
に
締
結
さ
れ
る
保
険
約
款
の
名
称
は
何
か
。 

一
二 

 



 

3 

操
船
に
つ
い
て
の
海
上
で
の
実
地
訓
練
、
陸
上
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
日
間
行

う
の
か
。 

2 

今
年
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
お
け
る
日
本
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
の
往
路
の
期
間
も

訓
練
に
含
ま
れ
る
の
か
。 

1 

運
輸
省
所
有
と
な
っ
た
四
月
一
日
か
ら
起
算
す
る
と
訓
練
が
終
了
す
る
の
は
一
〇
月
末
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
で
は
、
今
年
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
間
に
合
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
る 

 

が
、
訓
練
開
始
の
起
算
日
は
何
月
何
日
か
。 

を
護
衛
す
る
海
上
保
安
庁
の｢

し
き
し
ま｣

は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
よ
り
運
輸
省
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。
海

上
保
安
庁
で
は
最
低
六
ケ
月
間
の
訓
練
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
装
備
を
搭
載
し
た
新
造

船
で
あ
り
、
わ
ず
か
六
ケ
月
で
は
十
分
な
訓
練
が
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
護
衛
と
し
て
の
任
務
が
果
た
せ

る
か
問
題
で
あ
る
。
訓
練
に
関
し
て
質
問
す
る
。 

一
三 

 



 

六 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
だ
け
で
な
く
核
燃
料
輸
送
全
体
の
問
題
で
あ
る
が
、
今
年
の
四
月
一
八
日
付
科
学
技
術

庁
の
核
燃
料
輸
送
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
の
通
知
文
書
は
法
的
根
拠
が
な
く
、
地
方
自
治
に
対
す
る
国
の
介
入

と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
通
知
文
書
に
関
し
て
質
問
す
る
。 

1 

山
田
俊
昭
参
議
院
議
員
の
質
問
主
意
書
・
平
成
四
年
六
月
一
九
日
付
質
問
第
二
二
号
に
対
す
る
政
府
答
弁 

9 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
船
「
あ
か
つ
き
丸
」
に
乗
船
す
る
武
装
海
上
保
安
官
に
、
元
自
衛
隊
員
が
い
る
か
。 

8 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
船
「
あ
か
つ
き
丸
」
に
武
装
海
上
保
安
官
が
乗
船
し
て
の
訓
練
は
、
行
わ
れ
る
の
か
。 

7 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
船
「
あ
か
つ
き
丸
」
を
伴
っ
た
実
地
訓
練
は
、
行
わ
れ
る
の
か
。 

6 

も
っ
と
も
肝
心
な
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本
ま
で
の
復
路
の
実
地
訓
練
は
、
行
わ
れ
る
の
か
。 

5 

日
本
か
ら
フ
ラ
ン
ス
ま
で
の
往
路
の
実
地
訓
練
は
、
行
わ
れ
る
の
か
。 

4 
搭
載
装
備
の
操
作
に
つ
い
て
の
海
上
で
の
実
地
訓
練
、
陸
上
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
及
び
実
地
訓

練
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
日
間
行
う
の
か
。 

一
四 

 



 

3 

1
の
政
府
答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
通
知
文
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る｢

別
添｣

の
表
は
、
各
国
の
輸
送
情
報
の
取

扱
い
の
実
態
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
年
五
月
二
六
日
衆
議
院
科
学
技
術
委
員
会
で
、

光
武
顕
議
員
の
諸
外
国
の
核
物
質
の
情
報
管
理
の
質
問
に
対
し
て
坂
内
政
府
委
員
が
「
…
…
…
私
ど
も
の
調

べ
た
限
り
…
…
…
事
前
事
後
を
問
わ
ず
公
表
さ
れ
て
お
ら
な
い
と
い
っ
た
も
の
が
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
諸
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
場
合
で
す
と
法
律
に
基
づ
く
、
フ
ラ
ン
ス
等
に
お
き 

2 

通
知
文
書
に
自
治
体
が
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、
事
業
者
が
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
罰
則
及
び

処
分
が
あ
る
か
。 

書
・
平
成
四
年
七
月
一
四
日
付
答
弁
書
第
二
二
号
に
よ
れ
ば
、
こ
の
通
知
文
書
は｢

核
物
質
防
護
関
係
省
庁
連

絡
協
議
会｣(

以
下｢

協
議
会｣

と
い
う
。
）
の
合
意
に
よ
り
所
掌
す
る
科
学
技
術
庁
が
出
し
た
も
の
で
あ
る
と 

の
こ
と
だ
が
、
法
令
上
根
拠
の
な
い
協
議
会
の
合
意
に
よ
り
出
さ
れ
た
自
治
体
に
対
す
る
通
知
文
書
、
事
業

者
に
対
す
る
通
知
文
書
、
そ
れ
ぞ
れ
に
強
制
力
は
あ
る
の
か
。 

一
五 

 



 

七 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
貴
重
な
資
源
だ
と
言
っ
て
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
再
処
理
は
経

済
的
な
の
か
疑
問
な
点
が
多
い
。
高
い
再
処
理
費
用
を
か
け
て
ま
で
取
り
出
す
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
ど
れ
ほ
ど
の

価
値
が
あ
る
の
か
も
問
題
で
あ
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
価
格
、
再
処
理
費
用
に
関
し
て
質
問
す
る
。 

1 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
価
格
に
つ
い
て 

一
九
八
八
年
四
月
二
二
日
、
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
け
る
政
府
答
弁
で
は
、
動
燃
は
電
力
会
社
か
ら
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
を
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
一
三
〇
万
円
で
購
入
し
て
い
た
。
山
田
質
問
書
第
二
一
号
に
対
す
る
政

府
答
弁
書
第
二
一
号
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
一
年
に
お
い
て
は
動
燃
は
電
力
会
社
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
た
り
一
二
〇
万
円
で
購
入
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

ま
し
て
も
法
律
に
基
づ
く
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
法
令
に
基
づ
い
て
輸
送
情
報
の
開
示
制
限
が
行
わ
れ
て
い 

る
…
…
…
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
法
律
に
基
づ
い
て
輸
送
情
報
の
開
示
制
限
を
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
ア

メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
の
名
称
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
。 

一
六 

 



 

⑥ 

今
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
返
還
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
動
燃
購
入
価
格
は
、
何
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
の 

⑤ 

④
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
五
二
九
万
円
に
な
る
。
国
内
で
は
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

一
三
〇
万
円
で
購
入
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
で
は
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
五
二
九
万
円
で
購
入
し

た
の
か
。 

④ 

一
九
八
四
年
、
動
燃
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
返
還
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
一
八
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
関
西
電
力
か
ら

一
〇
億
円
で
購
入
し
て
い
る
が
、
こ
の
価
格
は
何
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
の
か
。 

③ 

一
九
八
八
年
で
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
購
入
価
格
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
一
三
〇
万
円
だ
っ
た
の
が
、
一
九
九

一
年
に
は
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
一
二
〇
万
円
と
安
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。 

② 

こ
れ
ら
の
購
入
価
格
は
何
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
の
か
。 

① 

そ
れ
ぞ
れ
の
答
弁
の
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
こ
と
か
。 

一
七 

 



 

2 
再
処
理
費
用
に
つ
い
て 

③ 

動
燃
の
年
報
及
び
損
益
計
算
書
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
度
の
再
処
理
量
は
八
五
・
九
ト
ン
で
、
再
処

理
事
業
費
は
三
九
〇
億
円
、
再
処
理
費
は
一
八
〇
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
一
九
九
〇
年
度
に
動

燃
が
使
用
済
燃
料
一
ト
ン
当
た
り
再
処
理
に
要
し
た
費
用
は
、
再
処
理
事
業
費
を
再
処
理
量
で
除
し
た
約

四
億
五
、
四
〇
〇
万
円
か
、
再
処
理
費
を
再
処
理
量
で
除
し
た
約
二
億
九
五
〇
万
円
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
。 

② 

ト
ン
当
た
り
の
再
処
理
料
金
は
ど
の
よ
う
に
算
定
さ
れ
る
の
か
。 

① 

山
田
質
問
書
第
二
一
号
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
第
二
一
号
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
度
の
動
燃
再
処
理

工
場
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
電
力
会
社
が
支
払
う
再
処
理
料
金
は
、
ト
ン
当
た
り
二
億
四
、
八
〇
〇
万

円
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
一
九
九
〇
年
度
の
動
燃
再
処
理
工
場
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
に
実

際
に
要
し
た
費
用
は
、
ト
ン
当
た
り
い
く
ら
か
。 

か
。 

一
八 

 



 

 

一
九 

違
う
と
す
れ
ば
、
い
く
ら
か
。 

④ 
動
燃
の
年
報
及
び
損
益
計
算
書
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
九
年
度
は
再
処
理
量
四
九
・
一
ト
ン
で
再
処
理
費

一
八
四
億
円
で
あ
る
の
に
、
一
九
九
〇
年
度
は
再
処
理
量
八
五
・
九
ト
ン
で
再
処
理
費
は
一
八
〇
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
度
は
前
年
の
約
一
・
七
五
倍
の
量
を
再
処
理
し
て
い
な
が
ら
、
再
処
理
費
が

低
下
し
た
の
は
な
ぜ
か
。 

⑤ 

動
燃
の
損
益
計
算
書
に
あ
る
再
処
理
事
業
収
入
な
る
会
計
項
目
に
は
、
再
処
理
料
金
以
外
の
収
入
と
し

て
は
ど
ん
な
収
入
が
あ
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 


